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�り�い活動

和⽥彩⽮� Sayako WADA
（プロジェクトマネージャー/ IFPaT）

��と共に�む、

�々を�ねる、

女性や⻘年�の�に⽿を�ける。  

�えるのではなく、

��⾃�が�え⾏動できるよう

促す・・・

これらは⽣活��ファシリテーターの

⼀⾯です

簡単そうに�こえますが、

プロセスのための時間と

��的労⼒が必�なので

��員が�常業�として��するには

�しさもあります。

この2年間、コンチャグアでは、
⽣活��アプローチを�じて

�づくりにフォーカスしてきました。

�回、⽣活��サークルのメンバー��の

ライフヒストリーに⽿を�けたところ、

⾃�⾃�で��し

�成できたことの�情、

��と⼯夫してやってみたアクション、

⽣活��ワークショップy�の

�え�や⾏動の��を

それぞれが�ってくれました。

�葉の�々から�み�る温かさをお�しみ

ください。



ケヱタメギ゠はこんなところ



こんにちは、僕はサラヅラヹヨプョ。

17歳。ザメヌヹヅヹルシヹハテシ�落�
�だ。3�兄�の�ん中で、�せな�供
時代を�ごし、友�もたくさんいた。い

つも�奇�旺盛で、�しいことを�ぶの

が�きだったことを覚えている。

⽣活��フルザゥキテが��で�まった

時、僕は中�3年⽣だった。⼀⾒すると
あまり�味を�かれず、「時間の�駄だ

ろう」くらいに思っていた。

しかし、⼆回⽬のロヺキサュチフ『お金

をかけずに、⾃�のアイデアで⽣活��

をする』のツヺボの回から、⾃�の�や

地域には��すべき場�がたくさんあ

り、お金がなくても��できることに気

づき�めた。

サラヅラヹシツァピヱヹ
ヨプョ

⽣活��コヺキラ

”��う⻘年たち” 
ザメヌヹヅヹルシヹハテシ��

IFPaT

その�、僕は⾃�の��を�し�え、�

理��するようになった。

また、コヺキラの他のメンバーにも、⾃

��が�う��や�落の��活動をする

よう働きかけ、�掃活動、燻�消�、�

林、地域の��の�掃などを⾏った。



⽣活��コヺキラ

”��う⻘年たち” 
ザメヌヹヅヹルシヹハテシ��

IFPaT

僕が�わったと�じること�フルザゥキテに�

�し�めたころは、何か�いことをした時に�

に正されるのが�で、何度も�に�論し、何事

においても�に��していた。

�は、��の�うことをよく�き、�⾒を�め

るようになった。

何事もうまくいくように、⾃�のやりたいこと

を��することも�んだ。

�は��的に活動できる。

⽣活��は�にとって�晴らしい��体�であ

り、�⽣のさまざまな側⾯を向上させるのに�

立っている。

僕の�⽣にこれだけの��が�きた�、�の⽬

標は、��とともに��を�け、仲間たちと共

に個�ヹ�落の゠キサュヱフョヱを��し�け

ることだ。

『しあわせヂヨヺ』というツヺボのロヺ

キサュチフを��したあとは、僕は��

と�ごす時間を�やすようになった。

成�を上げるという⽬標を立て、

��菜�で�をもっとコホヺテすること

も決めた。

⾃�の��を��するために

�金も�めた。

僕にとっての�せは、��が

団�していることだとも気付いた。

�では��との��は��し、�ではみ

んなが協⼒して�事をするようになっ

た。そうすることで、�は��の�に立

っている、��をコホヺテできていると

�じられ、��も僕を�頼してくれてい

ると�じている。

サラヅラヹシツァピヱヹ
ヨプョ



僕の�前はォリピ。19歳で、ネギウア�
落で⽣まれた。��、��、兄�8�と
暮らしている。

�どもの�から漁師である�の⼿�いを

し、漁師としての仕事は�どもの�から

�んでいる。

ペヺテに乗って�を眺めるのも�きだ。 

ォリピヹニウポ゠シヹ
ムリヌヹ゠ラノリシ

⽣活��コヺキラ

”未来を担う⻘年たち”
ネギウア�業�� 

IFPaT

�でこそキョシミヺテとも先⽣ともうまく

やっているが、昔はそうではなかった。僕

はとても⾯�くさがりで、授業をほとんど

重��していなかった。

2022年、⽣活��゠フルヺタのフルザゥ
キテが�まり、僕たちの�年が�ば

れ、“未来を担う⻘年たち”とコヺキラを
�付け、⼀員になった。

��のころはロヺキサュチフを重��して

いなかったし��員が来た時は、授業から

�げるための⼿�くらいに�じていた。

でも時間が�つにつれて、個�的に�えな

ければならないことがたくさんあることに

気づいた。

まずは⾃�の�度や�葉�いから�め�め

る事にした。だって、とても乱暴だったか

ら。

��はとても⼤�だったけれど、�しずつ

�度が�わり、⾃�にはたくさんのシカラ

があることに気づいた。

��の�題で先⽣やキョシミヺテをもっと

コホヺテするようになった。



僕は⽣活��アプローチの��員が��

してくれた�業��援プログラムへの�

�を決めた。�品�⽣に�する技�と�

品の�いを�び、�来は�業�になって

��を�えたい。

⾃�の�品のロゴ作成も⾏いたい。

若者として、⾃�がやろうとした�くの

ことを�成できると�じている。 

カレブ・ネエミアス・
モレノ・アルバレス

⽣活��サークル

”未来を担う⻘年たち”
ハグエイ�業��

IFPaT

僕が�わったと思うことのひとつは、⾃

�の�度だ。僕は他�と�かち�うこと

が�きではなかったので、クラスメート

とうまく付き�えなかった。

�は�間��が��され、友�も�え、

ともに時間を共有するようになった。

�葉�いも��している。

��の活動としては、先⽣と⼀�に⽊や

�物を�えた。

僕の�の⽬標は、⾃�のビジネスを�

め、⽣活��アプローチを��し�ける

ことだ。



こんにちは。�はボヨスョヹパザ

メナウノ。1978年4⽉30⽇にコヱコ
ラノデラのザュハヱゲで⽣まれ

た。�は�供の�、�せだったこ

とをよく覚えている。

ヅアサヹボヨスョヹ
パザメナウノヹタメプシ

⽣活��コヺキラ

”��な女性たち”
ザメヌヹヅヹルシヹハテシ�落

IFPaT

2022年4⽉に��に招かれ、⽣活
��フルザゥキテを��された。

何かの活動に��することはyか

ら�きだったが、�たちの⽇常⽣

活についてのロヺキサュチフであ

ることに衝�を受けた。

�はどのロヺキサュチフのツヺボも気に�

り、⾃�の⽣活のさまざまな側⾯を��す

ることを決めた。

ロヺキサュチフでは�々なツヺボが�えら

れたが、�を�えさせたあるロヺキサュチ

フがあり、その時から、例えば�たちと散

�に�かけたり、時には��で散�したり

と、いくつかの⾏動を�るようになった。

それは『しあわせの⽊』というロヺキサュ

チフだった。このツヺボは�の�⽣を決�

づけた。

「あなたをを�せにするのは何�」と問わ

れた時、�は⾃�⾃�でいられることに�

せを�じるものの、�⽣で⾃�⾃�でいら

れることがほとんどないことに気づいた。

�は�きそうになった。というのも、�⾃

�としては、�体的な��だけでなく、精

�的な��をも回復�しを得ようと、�り

�んでいる�中だったからだ。



�は⾃�のことをもっと⼤切にしている。�

事に気を�うようになり、�動をして、��

的な�⽣活をする。

それが�を�せにしてくれる。

�は⾃�⾃�を愛し、他の�々に��を�え

ることができると�じている。�では、⾃�

の�い精�⼒を�じられる。

デイシ・マリセラ・
ビジャヌエバ・チャベス

⽣活��サークル

”��な女性たち”
ジャノ・デ・ロス・パトス�落

 

IFPaT

もうひとつ、⾃�が�わったと�じる事…プ
ロジェクトを�めたころは不�で、⾃�を�

じることが�しかった。

⽣活��サークル��を重ねるうちに、⾃�

の�⼒に気づき、⽇に⽇に⼒が�いてくるの

を�じるようになった。

 

 

⾃�を向上させるため、何かをするた

びに、とても�せな気�になる。

�たちや夫も�の��を⾒てくれてい

ると思う。

���理、��的な�事、�動、やり

たいことを��すること、�理��、

決�⼒など、⾃�でできることがすべ

てを�えるのだと��している。 

そう、�は⾃�⾃�に�くの��をもた

らしたと思う。

�の⽬標は、⾃�のビジネスを⽇々⼤き

くしていくために

�と⾃�のスペースを��し、⾃�の�

�の��に気を配り�けることだ。

�しく�めた�での軽���業。看�も⼿作り

�では、他の女性たちと⼀�に活動に��し

たり、⾃�の�きなことで�業をしたり。

つまり主体的になって、�⽣が⼤きく�わっ

たと�じている。

 

 



こんにちは。�の�前はザメヱサヺヹホコゾ。1983年にア
ヱツァピォ�ョヹリエト�落で⽣まれた。

�は⽣活��コヺキラ"��な女性たち"に�属しており、
2022年4⽉から保�フルムヺソヺの��で��している。
��のロヺキサュチフのツヺボから、それらを��するこ

とにとても�味を�じ、⽇常⽣活に必�な⼩さな��を�

こすために、ちょっとした�きが必�なだけなのだと気づ

いた。 

ザメヱサヺヹ
ホコゾヹヅヹボラカヺト

⽣活��コヺキラ

”��な女性たち”
ザメヌヹヅヹルシヹハテシ�落 

IFPaT

��に思ったのは、⾃�のための時間が必

�だということだった。というのも、�い

�供たちがいた�は、�しすぎて�で⾃�

を⾒る��さえなかったからだ。

また、�供たちが���料にはまっていた

ので、��内での消�量を減らす必�性も

�じていた。

�は�を��するために再利⽤できる�材

のヨコアキラを�めた。

ロヺキサュチフの『お金を

かけずに、⾃�のアイデア

で⽣活��をする』という

ツヺボに�れた時、�は⾃

�の�をより良く、より�

く、より快�にするための

゠アヅ゠を得た。



ジャンシー・
ポサダ・デ・マルキーナ

⽣活��サークル

”��な女性たち”
ジャノ・デ・ロス・パトス�落

IFPaT

夫と⼀�に��を�めた。

カバードポーチを�良し、洗�をし

ている時に、�い⽇�しに�まされ

なくて�むようになった。

それから、�の�を�り、�ち⾜り

た�せな気�を�じている。

また、��が�事に��してくれる

ようになり、��内の�和が�れて

きたと�じている。そのおかげで、

�どもたちと⼀�に�事をしたり、

時には��に�びに⾏ったり、⼀�

に散�に�かけたりすることができ

るようになった。

�にとっての "⽣活�� "とは、女
性として⾃�⾃�を⾒つめ�し、

⾃�⾃�から�めて、��に��

を�えるためのツールである。

�の�の挑戦は、��を�け、夫

を�えること。というのも、�た

ちは⼀�にビジネスを�める��

があるからだ。�研�を受�して

いるところ。

�たちは共に協⼒しあって、�ど

も�を成�させたいと思ってい

る。



ナヨシヹ
ザャヅァシヹミバ゠ 

⽣活��コヺキラ

”�の�珠”
ョシヹティトシ�落テルョ地�

IFPaT

�の�yはナヨシヹザャヅァシヹミバ゠。36歳
で、1987年11⽉25⽇にテルョ地�で⽣まれ�っ
た。 

2022年5⽉、�はADESCOs (ケポャドツァ開発協
��) の��に招かれ、⽣活��゠フルヺタの�
�員に��った。彼女は�たちにフルザゥキテを

��し、��したいかどうかを尋ねてきた。

どのツヺボもとても��でわかりやすく、�い�

�を�めたいと思うようになった。

ツヺボが�えられるにつれてどんどん�味が�い

てきたが、中でも�に気を�いたのは『�の１

⽇、�たちの時間』という題材のロヺキサュチフ

だった。 

それ�来、�は⾏動を�こすようになった。�y

は�事を早く�ませるために��を�べず体�を

崩したりしていたが、⾃�の時間を�るようにな

り、��をとるようになった。

�yはとても怒りっぽくて、⼤声を�してよく�

どもを叱っていたが、怒鳴ったり怒ったりするの

をやめたことで、�どもたちや夫との��が��

された。

彼らと�し�い、�では�事にも協⼒してくれる

ようになった。それで�も気持ちが落ち�いてい

る。

また��はしばらく休�するようになって、�は

アョアョすることもなくなった。⾃�のペースで

物事を�め、より��になったと�じている。



ヌリス・
ジュディス・メヒア 
 

⽣活��サークル

”�の�珠”
ラストゥナス�落トロラ地�

IFPaT

このプロジェクトが�まったこ

ろは、テーマを発�したり、�

�の前で�したりできる気がし

なかった。�ではできるように

なったし、⾃�にはそれができ

ると�じている。

�⾃�、そして��とともに、⼤きな��を�げ

ることができたと�じている。

また�たな⽬標を��し、個�のアクションプラ

ンで決めたことを�⾏したい。

もっと活動に��し、地域のリーダーをサポート

したい。

これからも、��で築き上げてきた良い��をさ

らに��していくつもりだ。

夫と�の�金で�を��す

ることにした。柵を作り、

⽊を�え、洗��からの�

が中�に�たまりを作るこ

ともなくなった。�はパイ

プで⽊のところまで�を�

び、�の再利⽤もしてい

る。



リアヅァヹォルヨヺトヹ
ペドヺザメヹヅヹミヱデヺコ

⽣活��コヺキラ

”��な女性たち”
ザメヌヹヅヹルシヹハテシ�落 

�はリアヅァ。33歳の女性で、ザメヌヹヅヹル
シヹハテシ�落で⽣まれ�った。

2022年5⽉から“��な女性たち”コヺキラの⼀
員だ。

��員が�ってくれ、⼆�の��がすでに��

いていたので、�も��することにした。

�は�い�落の中でも、��に�んでいるの

で、コヺキラに��するためにはノシに乗らな

ければならない。でもコヺキラに��すると、

��している仲間に�えるの。友�になれたの

で、�に�うために�ったの。

コヺキラに��し、活動に��することで、⾃

�に価�があることや、�たち女性が��にと

ってどれほど⼤切な�在であるかを��するこ

とができた。

��のツヺボから、�は⾃�⾃�と��に��

をもたらすことができると気づいた。

�の��にした⾏動のひとつは、�んだツヺボ

を夫と共有することだった。そこで夫が率先し

て�をコホヺテし、良くなるようにと動いてく

れた。

 ロヺキサュチフ『お金のか
からない��、⾃�の゠アヅ

゠での��』と『ボチヒヱ

ギ/動���』の�、�たち
はテラツァヺモを作る�事場

と洗��の��が必�だと思

い�めた。というのも、�は

��下の中いつも作業してい

たし、⾬が�ると濡れていた

から。

夫と⼀�にやった��は�の中への�場の��。

�の動���をしたときに、�場が�にあって、

�回何�も�いて�弊していた事に気付いた。

その�⼀度夫が⼀�で�供を�で⾒る⽇があり、

�事をした�、何�復もする必�がある事を

体�したの。

それですぐに��の中に��の��が必�

だと気付いた、と�って作ってくれたの。

おかげで、�回�回料理のための⼿洗い

や、野菜を洗うたびに�に⾏く必�がなく

なったわ。

これで、料理の時間がとても��できるよ

うになったし、�れなくなった。



⽣活��コヺキラ

”��な女性たち”
ザメヌヹヅヹルシヹハテシ�落 

IFPaT

�は�前、⾃�の��をないがしろにしていた。体�不良の⽇が�いてい

た時も、�療�に��には⾏かなかった。⽇を�うごとに気�は�くなり

体�は��した。重い�気ではないかと�配にもなった。

度々、⽣活��゠フルヺタの��員は、�を�ねる度に、�療�に⾏くよ

う�めた。でも��で苦い��が��にあったので�が⾏かなかった。そ

れを⾒て、彼女は保�フルムヺソヺに�援を�頼した。

保�フルムヺソヺが来て、�い��の�、まず��の可�性を��するた

めに、���査を受けるよう�めた。

�査�果は�くべきことに、"陽性"。�5�を授かっていた。
�しいことに、�そうとして度々ýい薬草を�んでしまっていた。��だ

とは��想�もしていなかったから。

ここで�は、女性として、�たち⾃�の、⾃�のための時間をとること、

��に気を配ること、そして何よりも��を受けることが重�であること

を理�した。この��から、�はもう�どもを持たないつもりだ。

�では⾃�に⾃�が持てる

ようになり、⾃�を⼤事に

し、�者に⾏くのも怖くな

くなった。��も�事に�

�してくれるようになっ

た。

⾃�の⽣活��の��とな

るよう⼩さな��を�けて

いきたい。そうすれば��

が�せになり、�も��な

�間になると思うから。

�の�の�は、菜�を�の

�に�し、�供たちと�ご

す時間を�やしつつ、菜�

を�理することだ。 

リアヅァヹォルヨヺトヹ
ペドヺザメヹヅヹミヱデヺコ

�事に��に⽣まれた
�ちゃんのお��もハハが。



ギリヱゾヹヌウポヹ
ケヱテリョシヹボラタニシ

⽣活��コヺキラ

”�の��”
ヒウデョヹピョヱォ�落 

IFPaT

こんにちは。�はギリヱゾで、1988年2⽉15⽇
にヒウデョヹピョヱォ�落で⽣まれ、ずっとこ

こに暮らしている。

2022年5⽉、ケヱタメギ゠���のビゟサヨ
ツヺソヺたちが⽣活��゠フルヺタヹフルザ

ゥキテの��をしに来た。彼らが⽣活につい

て�っていたことに気が�かれ、ロヺキサュ

チフに��したいと思った。

�が�えさせられた2つのロヺキサュチフ
は、『�を�いて��（マッピング）』と『�

の１⽇、�たちの時間』だった。⾃�の�を

描くというロヺキをした時、�は⽚付けをし

て�をきれいに保たなければならないと�じ

た。

そして、�の１⽇の時間の使い�を、24時間
の円の中で活動内�を書いていくうちに、⾃

�のための時間がなく、まったく休めていな

いことに気づいた。

その�間から、�はある⾏動を�めた。休�

する時間を作ったり、散�に�かけたり、�

なくとも⽉に⼀度は��で散�に⾏くように

なった。⾃�の時間がないことに気づくのは

�しい。というのも、女性として働き、��

の⾯�を⾒なければならないということに�

れてしまっているからだ。



ギリヱゾヹヌウポヹ
ケヱテリョシヹボラタニシ

⽣活��コヺキラ

”�の��”
ヒウデョヹピョヱォ�落 
 

IFPaT

フルザゥキテを�めたころは、とても

�ずかしく、��で発�するのはとて

も�しかった。それがとても�しく�

じていた。

でもご�の�り、�では�前で�せる

ようになった。��やビェヺョマに�

�して⾃�の�⾒を�うことが�ずか

しくなくなったと�じている。

⾃�を向上させるために何かをするたび、とても�せな気�になる。

��に気を付け、��的な�事をし、�動するなど、⾃�のためにできること

を⾏うことで、すべてが�わる。 ��的な�事とは、野菜や果物を�べるよ
うになること。�は�前はそんな�事をしていなかった。

�⾃�として、ずいぶん成�したと思う。 
�の⽬標は⾃�の�を�てること。�からもらった⼟

地があり、お金を�めている。�利と⽯と�はもう買

ったから、�はリヱオを買うこと。�を�てるまで、

こんな�じで�しずつやっていくつもり。



ギリサ゠ヹ
ウラトヱヅシ 

⽣活��コヺキラ

”未来ある女性たち”
ネギウア�落 

IFPaT

�はギリサ゠ヹウラトヱヅシ、27歳。     
コヱヹパスヱツ�で⽣まれ、夫が�んでい

るところで仕事が⾒つからなかったため、

仕事を�めてネギウア�落に�っ�した。

ここで�たちは�を⾒つけ、そこに�むた

めに�を貸りた。

夫が��者��の仕事を�め、�は�事に

専念していた。しばらくして、�は3歳に
なる三女が⽣まれた。

�は��員に�われ、2022年からこの�
落で“未来ある女性たち”のコヺキラの⼀員
として活動を重ねている。

�が�に気に�ったロヺキサュチフは、

『お金のかからない��、⾃�のアイデア

での��』というツヺボだった。    

というのも、お金をかけずに�を��する

ための��は��にたくさんあるって気づ

いたから。また、⾃�⾃�で��できるっ

ていう事も⾯⽩い。��を�めて⾃�の�

�に気を配りながら、��のアクションた

めにお金を使う必�はないと気づいた。

 

�は�しずつ、⾃�にはたくさんの技�が

あることに気づいた。

��である⾃�でも、�は�たな仕事を�

ぶことができたし、それを基に何かをする

事で��を�えることができると気付い

た。



グレシア・
エルナンデス 

⽣活��サークル

”未来ある女性たち”
ハグエイ�落

IFPaT

�は、��員による���問の度に、パン作

りを�いたいと良く�していた。��員から

��され、�業���援プログラムに��す

ることにした。

そこでパン作りの6カ⽉間にわたる専⾨トレ
ーニングに��した。

早�から�きて�くの�まで�うのはとても

⼤�だった。でもその価�はあった。

�では�は��を�えることができる。��

に�じてパンを作っているの。また、オーブ

ンを買って�業するため、�⽣⽇ケーキを�

売してお金を�めている。

�や、�は�たちとの時間を⼤切にするようにな

り、�題を⼿�ったり、�事を�えたりしている。 

����、����として、⽊も�えたし、洗�

�の�が中�に流れて�たまりになることもなく

なった。�ではパイプを何�か使って、その�を

菜�に�び、��を再利⽤している。

�の�の⽬標は、ビジネスを�立し、⽣活��を

�⾏し�けることだ。

このプロジェクトを�めた�

は、友�もいなかったし、他

の女性と�すのもあまり�き

じゃなかった。

�は�間��が良くなった。

友�や仲間も�え、⼀�に�

ごす時間も�えた。



ボヨ゠ヹ 
ニヨヺヹアヱツヨ゠ヺヌ

⽣活��コヺキラ

サフリシ�落゠パザメラ地�  

IFPaT

フルザゥキテを��された時、まず�たち⾃

�を⼀�⼤事に�えよう、その�に他の�の

事、と�いて、このフルザゥキテが⼀気に�

きになった。��の⽇から気に�って、ロヺ

キサュチフを⼀度も��したことはない。

まず⾃�⾃�の��に気を�うようになっ

た。ケヺバヺをたくさん�むのをやめて�を

�むよう⼯夫した。��の��にも気を配る

ようになった。

『�を�いてお�さがし/ボチヒヱギ』のロ
ヺキサュチフで、�は�を�めておくのに

苦労していることに気づいた。

そこで流し�を作るために�金することに

した。

�はこの�り、�を�ぶ必�がなくなり、

�事がとても�になった。�体をもう�し

休められるようになった。

��の�事にも気を配るようになった。�も��して�々な野菜や葉物�を�

く摂るようにしている。ケヺバヺの量はかなり減らすことができた。�えて、

�が�んだことはすべて��に�えていて、これはとても�に立っている。

�は個�リプラの��゠キサュヱフョヱを立て、テアリを作ることを決めた。

�はそのための�金をしている。

やろうと思えばできるということがわかった。

これによって�は⼤きな�せを�じている。何かを�に決めれば、それを�成

できると知ったのだから。⽣活��は�に⾃�を�えてくれた。

�は1958年1⽉10⽇、コヱヹポグラ�コヱヹ゠ヱテドエ�ウラヹホラツァヺザ
ュ�落で⽣まれた。

�の�供時代は貧しく、�むところもなかった。

40年前の1983年に��した。1997年に゠パザメラ地�に来て、�み�めた。



�前� ギラヺフ（可�性）�

地域�

�度はあなたの��
ョアビバシテヨヺを�かせて�

これまでのあなたはどんな⾏動をする�でしたか�

⾃�の⽣活��のためにどんな⾏動を�こそうと思いますか�

あなたを�せにする��は何ですか�

あなたの、個�の、��の、地域の�来の��は�



⽣活��ワークショップ

      〜�の暮らし、�の��〜

 #01  ⽣活��とは�

 #02  お金のかからない��、⾃�のアイデアでの��

 #03  �を�いてお�さがし 〜マッピング〜

#04  暮らしの⾒�しと�来�

 #05  �の１⽇、�たちの時間

 #06  �せツリー

 #07   個�のアクションプラン

 #08  �り�り 

 �の�物(�、もの、場�）を再��すると同時に、�題を��する�

「��」��を活⽤して、5年�の�の暮らしと�のビジョンを持とう�

���援を待つだけでなく、暮らしのために⾃�で�々⼯夫ができる�

⾃�の��⼒とヨセヺシを活⽤すれば、⾃�で暮らしは��できる�

 ⾃�の時間をどう使う�

 ⾃�が�せであるため、どんな゠キサュヱをする�

 ��に基づいて、��の⾏動を開�しよう

 �からの�価ではなく、⾃�⾃�の活動�り�り�



⽣活��ワークショップ

 〜⾃尊�〜

 #01  ⾃尊�向上
⼤�な�在として⾃�を�めて⼤�にし、�の⾃�を�きになろう

 #02  ありのままの⾃�を⼤切にする

 #03  他�から⾒た�たな⾃� 

他�が�の良いところを発⾒する

⾃�⾃�を⾃⼰�識し、気に�ってないところさえも⼤�にしよう

IFPaT

みんなで�µ�担をして�員で�り�むことで、��な事ができる�

⽣活��ワークショップ

 〜�たちのコミュニティ〜

 #01  �たちのコミュニティのマッピング

 #02  �たちのコミュニティのアクションプラン

 #03  コミュニティ活動�り�り

��した活動は相�協⼒でできた��のシツチフは何にしよう

 地域の�を�り�し、問題点を��する�

 #04  �たちのコミュニティの10年�のビジョン 
 10年�のパザュヱや�向性を��する事で、�で協⼒して
ますます発�していくことができる�
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女性の⽣活��と⻘�年のビジョン形成を�じた

�せに�ごせる地域づくり事業

〜開発ポテンシャルを活かすプロセス�援〜

    草の�技�協⼒事業（草の�パートナー型）
【⽣活��アプローチ】
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